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中間業績予想の修正に関するお知らせ 

 
平成２０年３月期中間（平成１９年４月 1 日～平成１９年９月３０日）の業績予想につきまし
て、平成１９年５月１５日付当社「平成１９年３月期 決算短信」にて公表いたしました予想を下
記の通り修正いたします。 

 
記 

 
１．平成２０年３月期中間業績予想の修正 
（１）連結中間業績予想（平成１９年４月１日～平成１９年９月３０日） 

（単位：百万円、％） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

当期中間 
純 利 益 

 前回発表予想 （Ａ） ２２,８００ ７４７ ８３１ ４５２ 

 今回修正予想 （Ｂ） ２０,３９１ ６８０ ７７７ ４３９ 
 増 減 額（Ｂ－Ａ） △２,４０８ △６６ △５３ △１２ 

 増 減 率 △１０.６％ △８.９％ △６.５％ △２.７％ 

前期（平成１９年３月期中間）実績 ２２,０８３ ８５０ ９６０ △３９ 
（注）△は、損失を表します。 

 
（２）個別中間業績予想（平成１９年４月１日～平成１９年９月３０日） 

（単位：百万円、％） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

当期中間 
純 利 益 

 前回発表予想 （Ａ） ２２,７００ ７４２ ８２６ ４４８ 
 今回修正予想 （Ｂ） ２０,３１８ ６８１ ７７８ ３８４ 

 増 減 額（Ｂ－Ａ） △２,３８１ △６０ △４７ △６３ 
 増 減 率 △１０.５％ △８.２％ △５.７％ △１４.１％ 

前期（平成１９年３月期中間）実績 ２２,０２４ ８４７ ９６０ △３６ 
（注）△は、損失を表します。 

 
２．平成２０年３月期中間業績（連結）予想の修正理由 
当中間期は、主力顧客である電気機器・電子部品・産業機械業界において、生産や設備投資

が低調に推移いたしました。また、建設業界におきましては、リニューアルや新築・増築等の

受注獲得に努めてまいりましたが、厳しい販売環境で推移いたしました。 

この結果、売上高につきましては、前回発表予想に対し２４億８百万円減となる見込みであ

り、前年同期比較においても１６億９２百万円の減収（前年同期比７.７％減）となる見込みで
あります。 



営業利益につきましては、利益率の向上、並びにローコストオペレーションの実施に努めて

まいりましたが、前回発表予想に対し６６百万円減となる見込みであり、前年同期比較におい

ても１億６９百万円の減益（前年同期比２０.０％減）となる見込みであります。 
経常利益につきましては、前回発表予想に対し５３百万円減となる見込みであり、前年同期

比較においても１億８３百万円の減益（前年同期比１９.１％減）となる見込 7 みであります。 
当期中間純利益につきましては、前回発表予想に対し１２百万円減となる見込みであり、前

年同期比較においては、４億７９百万円の増益となる見込みであります。 

 
３．平成２０年３月期中間業績（個別）予想の修正理由 
売上高につきましては、前回発表予想に対し２３億８１百万円減となる見込みであり、前年

同期比較においても１７億６百万円の減収（前年同期比７.７％減）となる見込みであります。 
営業利益につきましては、前回発表予想に対し６０百万円減となる見込みであり、前年同期

比較においても１億６６百万円の減益（前年同期比１９.６％減）となる見込みであります。 
経常利益につきましては、前回発表予想に対し４７百万円減となる見込みであり、前年同期

比較においても１億８１百万円の減益（前年同期比１８.９％減）となる見込みであります。 
当期中間純利益につきましては、前回発表予想に対し６３百万円減となる見込みであり、前

年同期比較においては４億２１百万円の増益となる見込みであります。 
事由につきましては、連結と同じ要因によるものであります。 

 
４．通期業績予想について 
通期業績予想につきましては、中間決算発表時に公表する予定であります。 

 
 
※上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、

実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 
以 上 


